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こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
六
年
以
降
、
自
主
的

な
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。

全
国
の
消
防
本
部
の
数
は
、
最
も
多
か
っ
た
平
成
三

年
十
月
の
九
百
三
十
六
本
部
か
ら
、
平
成
十
八
年
四

月
に
は
八
百
十
一
本
部
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
が
、

広
域
化
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
市
町
村
合
併
の
状

況
と
比
較
す
る
と
、
広
域
化
が
十
分
進
ん
だ
と
は
言

い
難
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
平
成
十
八
年
に

お
い
て
は
、
都
道
府
県
の
役
割
の
明
確
化
と
、
市
町

村
に
お
け
る
十
分
な
議
論
を
確
保
す
る
た
め
の
関
係

者
の
議
論
の
枠
組
み
の
創
設
と
併
せ
、
災
害
の
大
規

模
化
・
多
様
化
等
の
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
広
域
化
の
目
標
と
な
る
消
防
本
部
の
規
模

を
引
き
上
げ
る
こ
と
等
を
内
容
と
し
て
、
広
域
化
を

更
に
推
進
す
る
た
め
の
消
防
組
織
法
の
改
正
及
び
こ

れ
に
基
づ
く
本
指
針
の
策
定
を
行
っ
た
。

以
来
、
改
正
後
の
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
各
都
道

府
県
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
推
進
計
画
に
基
づ
く
取

組
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
指
針

が
策
定
さ
れ
た
当
初
の
広
域
化
の
実
現
の
期
限
と
し

て
い
た
平
成
二
十
四
年
度
末
に
は
平
成
十
八
年
四
月

か
ら
更
に
二
十
七
本
部
が
減
少
し
、
消
防
本
部
数
は

七
百
八
十
四
本
部
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
広
域

化
を
行
っ
た
消
防
本
部
に
お
い
て
は
、
人
員
配
備
の

効
率
化
と
充
実
、
消
防
体
制
の
基
盤
の
強
化
を
通
じ

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
の
成
果
が
現
れ
て
お

り
、
広
域
化
に
伴
う
現
象
と
し
て
一
部
の
地
方
公
共

団
体
が
懸
念
す
る
、
消
防
署
所
の
配
置
替
え
に
よ
る

一
部
地
域
で
の
消
防
力
低
下
や
消
防
本
部
と
市
町
村

と
の
関
係
の
希
薄
化
と
い
っ
た
事
実
は
認
め
ら
れ
な

い
。こ

の
よ
う
に
、
広
域
化
し
た
消
防
本
部
に
お
い
て

は
、
広
域
化
の
意
図
す
る
成
果
が
現
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
全
体
的
に
は
、
管
轄
人
口
十
万
未
満
の
小
規

模
な
消
防
本
部
（
以
下
「
小
規
模
消
防
本
部
」
と
い

う
。）が
全
消
防
本
部
数
の
約
六
割
を
占
め
る
な
ど
、

広
域
化
の
進
{
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ず
、
小
規
模

消
防
本
部
が
抱
え
る
前
記
の
課
題
が
依
然
と
し
て
克

服
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
で
、
日
本
の
総
人
口
は
、
平
成
十
七
年
に
戦

後
初
め
て
減
少
に
転
じ
、
こ
れ
ま
で
の
長
期
的
な
少

子
化
の
傾
向
が
今
後
も
続
く
場
合
は
、
将
来
人
口
が

減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

一
般
的
に
現
在
の
各
消
防
本
部
の
管
轄
人
口
も
減
少

し
、消
防
本
部
の
小
規
模
化
が
よ
り
進
む
と
同
時
に
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
通
じ
た
財
政
面
の
制
約
も

よ
り
厳
し
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
消

防
本
部
と
と
も
に
地
域
の
消
防
を
担
っ
て
い
る
消
防

団
員
の
担
い
手
不
足
の
問
題
も
更
に
懸
念
さ
れ
る
状

況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
口
動
態
等
に
よ
る
影
響

は
消
防
本
部
の
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
深
刻
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
加
え
て
、
近
年
の
東
日
本
大
震
災
で
の

教
訓
や
類
例
を
見
な
い
大
規
模
災
害
等
の
発
生
、
ま

た
、
今
後
の
災
害
リ
ス
ク
の
高
ま
り
も
指
摘
さ
れ
る

状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村

が
一
体
と
な
っ
た
広
域
化
の
推
進
に
よ
る
小
規
模
消

防
本
部
の
体
制
強
化
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

一
の
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

消
防
組
織
法
に
お
け
る
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化

の
基
本
的
な
考
え
方

消
防
組
織
法
で
は
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
に
関

し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

{

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
の
理
念
及
び
定
義

|

消
防
庁
長
官
に
よ
る
基
本
指
針
の
策
定

}

都
道
府
県
に
よ
る
推
進
計
画
の
策
定
及
び
都

道
府
県
知
事
の
関
与
等

~

広
域
化
対
象
市
町
村
に
よ
る
広
域
消
防
運
営

計
画
の
作
成

�

国
の
援
助
及
び
地
方
債
の
特
別
の
配
慮

こ
の
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
は
、
消
防
の
体
制

の
整
備
及
び
確
立
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
広
域
化

に
よ
っ
て
消
防
本
部
の
対
応
力
が
低
下
す
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
と
は
、
二
以
上

の
市
町
村
が
消
防
事
務
（
消
防
団
の
事
務
を
除
く
。）

を
共
同
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
又
は
市
町

村
が
他
の
市
町
村
に
消
防
事
務
を
委
託
す
る
こ
と
を

い
う
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
広
域
化

の
対
象
は
、
い
わ
ゆ
る
常
備
消
防
で
あ
り
、
消
防
団

は
そ
の
対
象
で
は
な
い
。

加
え
て
、
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
一
部
事
務
組
合

等
の
共
同
処
理
又
は
事
務
委
託
の
方
式
に
よ
り
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
関
係
市
町
村
間
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
方
式
の
利
点
及
び
問
題
点
を
十
分
に
比
較

考
量
の
上
、
そ
の
地
域
に
最
も
適
し
た
方
式
を
選
択

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
の
３
中
「
国
は
」
を
「
本
指
針
一
、
３
を
踏
ま
え
、

国
は
」
に
改
め
、
一
の
３
の
]
中
「
広
域
化
の
必
要
性
や

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
十
分
に
深
め
る
た

め
」
を
「
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
消
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
国
民
、
広
域
化
に

直
接
取
り
組
む
市
町
村
及
び
指
導
助
言
や
連
絡
調
整
等
を

市
町
村
に
対
し
て
行
う
都
道
府
県
が
広
域
化
の
必
要
性
、

メ
リ
ッ
ト
や
全
国
的
な
状
況
等
に
つ
い
て
、
十
分
に
理
解

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
」
に
改
め
、
一
の
３

の
^
中
「
に
対
し
て
逐
次
紹
介
又
は
情
報
提
供
し
」を「
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
情
報
提
供
を
行
い
」
に
、「
理
解
」を「
取

組
」
に
改
め
、
一
の
３
の
_
中「
広
域
化
に
関
す
る
協
議
」

を
「
広
域
化
を
実
現
し
た
消
防
本
部
の
幹
部
職
員
等
で
消

防
庁
に
登
録
さ
れ
た
者
を
市
町
村
等
に
派
遣
し
、
助
言
等

を
行
う
消
防
広
域
化
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
等
に
よ

り
、
広
域
化
に
関
す
る
協
議
」
に
改
め
、
一
の
３
の
`
を

削
り
、
一
の
３
を
一
の
４
と
し
、
一
の
２
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

３

平
成
二
十
五
年
度
以
降
の
市
町
村
の
消
防
の
広
域

化
の
推
進
の
方
向
性

平
成
十
八
年
の
消
防
組
織
法
の
改
正
後
、
平
成
二

十
四
年
度
末
に
至
る
ま
で
の
広
域
化
の
状
況
を
踏
ま

え
る
と
、
広
域
化
の
進
{
状
況
は
地
域
の
実
情
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
面
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
、
広
域
化
を
推
進
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
広
域
化
対
象
市
町
村
の
組
合
せ
を

定
め
る
場
合
は
、
広
域
化
の
規
模
に
関
す
る
目
標
を

引
き
続
き
考
慮
す
る
と
同
時
に
地
域
の
事
情
も
十
分

勘
案
す
る
こ
と
と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
広
域
化
に
関

す
る
取
組
を
行
う
対
象
地
域
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
け
る
広
域
化
の
必
要
性
や
広
域
化
へ
の
期
待
等

を
踏
ま
え
て
重
点
化
す
る
枠
組
み
を
設
け
た
上
で
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か
い
取
組
を
行
う

こ
と
と
す
る
。

そ
の
際
、
地
域
の
実
情
を
熟
知
し
た
広
域
的
な
地

方
公
共
団
体
で
あ
る
都
道
府
県
の
役
割
が
特
に
重
要

で
あ
る
。
平
成
二
十
年
及
び
平
成
二
十
一
年
の
消
防

組
織
法
の
改
正
に
よ
り
、
緊
急
消
防
援
助
隊
に
関
す

る
事
務
と
傷
病
者
の
搬
送
及
び
受
入
れ
の
実
施
基
準

に
関
す
る
事
務
が
都
道
府
県
の
事
務
に
追
加
さ
れ
た

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
消
防
の
分
野
に
お

け
る
都
道
府
県
の
役
割
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い

る
。
広
域
化
に
つ
い
て
も
、
本
指
針
一
、
１
で
示
さ

れ
た
現
下
の
消
防
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
国
の
取
組
と
あ
わ
せ
、
都
道
府
県
に
は
、
関
係

市
町
村
間
の
必
要
な
調
整
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の

必
要
な
支
援
を
行
う
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
更
に
期

待
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
関
係
市
町
村
間
の
連
絡
調

整
は
も
と
よ
り
、
広
域
化
に
係
る
市
町
村
の
財
政
負

担
又
は
事
務
負
担
に
対
す
る
支
援
等
に
つ
い
て
、
よ

り
積
極
的
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
、
自
主
的
な
市
町

村
の
消
防
の
広
域
化
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

二
中
「
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
後
着

実
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、当
面
、一
定
の
期
間
を
区
切
っ

て
」
を
「
地
域
に
お
け
る
広
域
化
に
つ
い
て
の
合
意
形
成

に
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
一
方

で
、大
規
模
災
害
等
が
発
生
す
る
懸
念
が
高
ま
っ
て
お
り
、

〇
消
防
庁
告
示
第
四
号

消
防
組
織
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）

第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
消
防

の
広
域
化
に
関
す
る
基
本
指
針
（
平
成
十
八
年
消
防
庁
告

示
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日消

防
庁
長
官

岡
崎

浩
巳

一
の
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
の
必
要
性

消
防
は
、災
害
や
事
故
の
多
様
化
及
び
大
規
模
化
、

都
市
構
造
の
複
雑
化
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
の

消
防
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、

今
後
と
も
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
責

務
を
全
う
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
規
模
な
消
防
本
部
に
お
い
て

は
、
出
動
体
制
、
保
有
す
る
消
防
車
両
、
専
門
要
員

の
確
保
等
に
限
界
が
あ
る
こ
と
や
、
組
織
管
理
や
財

政
運
営
面
で
の
厳
し
さ
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

な
ど
、
消
防
の
体
制
と
し
て
は
必
ず
し
も
十
分
で
な

い
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
市
町
村
の
消
防
の

広
域
化
に
よ
り
、
行
財
政
上
の
様
々
な
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
実
現
す
る
こ
と
が
極
め
て
有
効
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
広
域
化
に
よ
っ
て
、

{

災
害
発
生
時
に
お
け
る
初
動
体
制
の
強
化

|

統
一
的
な
指
揮
の
下
で
の
効
果
的
な
部
隊
運

用
}

本
部
機
能
統
合
等
の
効
率
化
に
よ
る
現
場
活

動
要
員
の
増
強

~

救
急
業
務
や
予
防
業
務
の
高
度
化
及
び
専
門

化
�

財
政
規
模
の
拡
大
に
伴
う
高
度
な
資
機
材
の

計
画
的
な
整
備

�

消
防
署
所
の
配
置
や
管
轄
区
域
の
適
正
化
に

よ
る
現
場
到
着
時
間
の
短
縮

等
、
消
防
力
の
強
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
消
防
に
関
す
る
行
財
政
運
営
の
効
率
化
と
基
盤
の

強
化
が
期
待
さ
れ
る
。
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